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Ａ
Ｉ
時
代
の
親
子
ル
ー
ル

　
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
を
経
て
、
子
ど

も
た
ち
の
学
習
環
境
に
は
一
人
一
台
の
端
末

が
定
着
し
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
恩
恵
は
計
り

知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
利
便
性
の
裏

側
で
、
生
徒
指
導
上
の
課
題
も
複
雑
化
し
て

い
ま
す
。
特
に
、
S
N
S
で
の
誹
謗
中
傷
や

い
じ
め
、
犯
罪
被
害
へ
の
誘
導
と
い
っ
た
問

題
は
依
然
と
し
て
深
刻
で
す
。
そ
の
た
め
、

各
ご
家
庭
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
子
様
の

安
全
を
守
る
た
め
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
の
使
用
や
、
利
用
時
間
・
内
容
に
関
す

る
ル
ー
ル
づ
く
り
の
徹
底
を
お
願
い
す
る
と

と
も
に
、
困
っ
た
時
に
は
す
ぐ
に
相
談
で
き

る
親
子
間
の
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
が
極
め

て
重
要
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
「
影
」
の

部
分
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
こ
と
は
、
私

た
ち
大
人
共
通
の
責
務
で
す
。

　
そ
し
て
今
、
私
た
ち
の
社
会
は
、
技
術

の
急
激
な
変
化
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
そ

の
き
っ
か
け
は
、
生
成
A
I
（
ジ
ェ
ネ

レ
ー
テ
ィ
ブ
A
I
）
を
初
め
て
一
般
社

会
に
普
及
さ
せ
、
身
近
な
も
の
と
し
た

「
C
h
a
t
G
P
T
」
の
登
場
に
あ
り
ま

す
。
文
章
や
画
像
な
ど
を
瞬
時
に
生
成
す

る
こ
の
技
術
は
、
若
者
言
葉
で
「
チ
ャ
ッ

ピ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
身
近
な
存
在
に
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
流
れ
を
決
定
づ

け
る
よ
う
に
、
G
o
o
g
l
e
が
提
供
す

る
生
成
A
I
サ
ー
ビ
ス
「
G
e
m
i
n
i

（
ジ
ェ
ミ
ニ
）」
の
一
部
で
は
、
こ
れ
ま
で
18

歳
以
上
ま
た
は
13
歳
以
上
に
設
定
さ
れ
て

い
た
利
用
可
能
な
年
齢
制
限
が
、
令
和
7

年
（
2
0
2
5
年
）
7
月
以
降
、
教
育
機
関

向
け
ア
カ
ウ
ン
ト
を
中
心
に
順
次
撤
廃
さ
れ

る
動
き
が
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

A
I
が
学
習
の
道
具
と
し
て
、
も
は
や
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
不
可
欠
な
存
在
と
な
り
つ

つ
あ
る
証
拠
で
あ
り
、
教
育
環
境
は
大
き
な

転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
生
成
A
I
の
普
及
は
、
子
ど
も
た
ち

の
可
能
性
を
大
き
く
広
げ
る
一
方
で
、
私
た

ち
大
人
が
新
た
に
取
り
組
む
べ
き
生
徒
指
導

上
の
課
題
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
A
I
の
回
答
を
鵜
呑
み
に
す
る
こ
と
に

よ
る
思
考
力
の
低
下
や
安
易
な
依
存
で
す
。

例
え
ば
、
A
I
に
宿
題
や
レ
ポ
ー
ト
を
作
成

さ
せ
て
提
出
し
た
り
、
A
I
が
生
成
し
た
情

報
を
自
分
で
検
証
せ
ず
に
信
用
し
た
り
す
る

ケ
ー
ス
で
す
。
ま
た
、
A
I
が
生
成
し
た
著

作
物
や
他
人
の
作
品
を
無
断
で
利
用
す
る
こ

と
に
よ
る
倫
理
的
な
問
題
や
著
作
権
侵
害
の

リ
ス
ク
、
そ
し
て
A
I
と
の
対
話
を
通
じ

て
、
自
分
の
住
所
や
家
族
構
成
な
ど
の
個
人

情
報
を
不
用
意
に
入
力
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

を
侵
害
し
て
し
ま
う
危
険
性
も
無
視
で
き
ま

せ
ん
。

　
私
た
ち
大
人
は
、
従
来
の
S
N
S
利
用
の

危
険
性
に
関
す
る
注
意
喚
起
を
継
続
し
つ

つ
、
こ
の
新
し
い
生
成
A
I
時
代
に
お
け
る

「
デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」（
デ
ジ

タ
ル
社
会
の
責
任
あ
る
市
民
性
）
を
子
ど
も

た
ち
に
教
え
、
導
い
て
い
く
責
任
が
あ
り
ま

す
。
ご
家
庭
に
お
い
て
は
、
A
I
を
「
宿
題

の
代
行
者
」
に
す
る
の
で
は
な
く
、「
思
考

の
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
し
て
活
用
す
る
た
め
の

ル
ー
ル
を
子
ど
も
と
共
に
考
え
、
そ
の
使
い

方
を
一
緒
に
学
ぶ
姿
勢
が
大
切
で
す
。
学

校
、
家
庭
、
そ
し
て
地
域
が
連
携
し
、
子
ど

も
た
ち
が
デ
ジ
タ
ル
の
光
と
影
の
両
方
を
知

り
、
自
立
し
た
ネ
ッ
ト
社
会
の
担
い
手
と
な

れ
る
よ
う
、
継
続
的
な
ご
支
援
と
ご
協
力
を

重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
実
は
、
こ
の
文
章
も
「
G
e
m
i
n
i

（
ジ
ェ
ミ
ニ
）」
に
相
談
し
な
が
ら
作
成
し
て

い
ま
す
。
ま
ず
は
大
人
が
し
っ
か
り
と
「
知

る
」
こ
と
が
大
切
で
す
。）

弟
子
屈
町
生
徒
指
導
連
絡
協
議
会
　

　
副
会
長
　
齊
藤
靖
恵
　

（
弟
子
屈
町
立
美
留
和
小
学
校
長
）

　
川
湯
小
学
校
は
、
全
校
26
名
と
い
う
人
数

で
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
休
み
時
間

に
は
学
年
関
係
な
く
外
や
体
育
館
で
遊
ぶ
な

ど
、
仲
良
く
明
る
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。
児

童
会
活
動
で
は
、
児
童
会
長
を
中
心
と
し

て
、
よ
り
良
い
学
校
生
活
を
送
る
た
め
に
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
川
湯
小
学
校
で
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　
一
つ
目
は
「
フ
レ
ン
ド
ポ
ス
タ
ー
」
で

す
。
一
階
ホ
ー
ル
に
全
校
児
童
の
顔
写
真
と

簡
単
な
紹
介
を
掲
示
し
て
い
ま
す
。
友
達
に

自
分
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、
い
じ
め
を

防
ぐ
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。
作
成

は
児
童
会
事
務
局
が
行
っ
て
お
り
、
児
童
の

写
真
撮
影
を
し
た
り
、
紹
介
す
る
た
め
の
質

問
内
容
を
考
え
た
り
と
、
協
力
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
二
つ
目
は
「
縦
割
り
班
活
動
」
で
す
。
運

動
会
で
の
リ
レ
ー
チ
ー
ム
を
も
と
に
し
て
、

一
年
間
同
じ
縦
割
り
班
で
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
日
常
の
掃
除
や
校
舎
外
清
掃
な
ど
に
取

り
組
む
こ
と
で
、
班
の
メ
ン
バ
ー
の
交
流
が

増
え
る
と
と
も
に
、
高
学
年
が
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
下
級
生
を
ま
と
め
る
姿
も
見
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
ほ
か
に
も
、
保
体
委
員
会
に
よ
る
「
保
体

集
会
」、
放
送
委
員
会
に
よ
る
「
ク
イ
ズ
大

会
」、
図
書
委
員
会
に
よ
る
「
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
」
な
ど
、
全
校
児
童
が
参
加
で
き
る
企

画
を
各
委
員
会
で
考
え
て
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
、
児
童
が
笑
顔
で
過
ご
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
児
童
会
活
動
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

問い合わせ先／弟子屈町生徒指導連絡協議会　事務局（弟子屈中学校）☎４８２‐２０７１

弟
子
屈
町
生
徒
指
導

 

連
絡
協
議
会
便
り

№25

令和７年
12 月１日

川
湯
小
学
校
の
取
り
組
み

弟
子
屈
町
生
徒
指
導
連
絡

　
　
　
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
今
年
も
、
本
格
的
な
冬
を
感
じ
る
季
節

と
な
り
ま
し
た
。

　
本
協
議
会
の
理
念
で
あ
る
「
町
民
が
一

体
と
な
っ
て
、児
童
・
生
徒
の
健
全
育
成
に

関
わ
っ
て
い
く
」の
も
と
、今
後
も
関
係
各

団
体
か
ら
の
情
報
発
信
や
、
町
民
の
皆
さ

ん
へ
の
情
報
提
供
の
場
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。ま
た
、町
内
で
の
子

ど
も
た
ち
の
様
子
で
お
気
づ
き
の
こ
と
な

ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
弟
子
屈
町
生
徒
指
導
連
絡
協
議
会

　
事
務
局（
弟
子
屈
町
立
弟
子
屈
中
学
校
）

　
　
　
　
　
電
話
　
４
８
２
―
２
０
７
１
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弟子屈小学校☎482-2044 　川湯小学校☎483-2041 　和琴小学校☎484-2061 　美留和小学校☎482-1097
弟子屈中学校☎482-2071 　川湯中学校☎483-2337 　弟子屈高校☎482-2237

弟子屈町　弟子屈防犯協会　川湯防犯協会　町少年補導委員会
弟子屈警察署☎482-2110　　川湯駐在所☎483-2151

＜ 冬 休 み 期 間 ＞
町内各小中学校→12月26日㈮～令和８年１月14日㈬
弟子屈高等学校→12月24日㈬～令和８年１月14日㈬

令和７年度
冬休みの
しおり 安全にすごすために安全にすごすために

　間もなく子どもたちが楽しみにしている冬休みが始まります。冬休み期間は子ど
もが地域に出て過ごす時間が多くなります。町民の皆さんにおかれましては、見守

りの輪を広げ、時には声をかけていただけるとありがたく存じます。地域の子どもたちに関心を持っていただき、
ご協力いただけますようよろしくお願いします。
　一方、インターネットなどを介したトラブルが大きな社会問題になっています。どこに住んでいても犯罪に巻
き込まれる危険性があります。各家庭におかれましては、スマホやゲーム機器などの使用にかかわる家庭でのルー
ルづくりやフィルタリングの設定、「弟子屈町メディアルール」の活用などを通して、子どもたちを守っていた
だければと思います。

町生徒指導連絡協議会・町教育委員会

町民の皆さんへ

（広告）

▶命を大切にしよう

▶生活のリズムを守ろう

▶ 非行を起こさないよう
にしよう

▶ 事故には十分に注意し
よう

・計画的に学習に取り組み、苦手な範囲を復習しましょう。
・ 「弟子屈町メディアルール」を守り、インターネットを通したトラブルには十分
気をつけましょう。

・外出するときには、帰宅時間や行き先を保護者に必ず伝えましょう。
・帰宅時間を守りましょう（小学校・中学校・高校で異なります）。
・ ゲームセンターやカラオケボックスなどの遊技場を利用する際は、学校のルールを守りましょう。
・ 軒下や雪山、河川や湖の立入禁止区域など、危険な場所には行かないようにしましょう。
・地域住民や周りの人に心配や迷惑をかけないよう心がけましょう。
・小中学生のみでの外泊は禁止です。
・ 冬休み中、もし家の人や学校の先生以外に何か相談したいことがあれば、『子ども相談支援セン
ター』☎０１２０-３８８２-５６（無料）でも専門の職員が24時間いつでもお話を聞いてくれます。


